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1.  はじめに  

超電導バルク材は極低温下で高磁場まで高い臨界電流密度を有するため、コンパクトで強い磁

場発生が実現できる。これまで我々は、優れた捕捉磁場特性を有する RE 系高温超電導バルク体[1]、

MgB2 超電導バルク体[2]の開発を行ってきた。本研究では計測機器等への応用ポテンシャルを明

らかにするため、リング状に加工した超電導バルク体の空間磁場特性について評価を行った。 

2.  実験方法 

原料粉末を円盤状に成型し、熱処理

を行い作製した RE系およびMgB2超

電導バルク体にリング状の穴あけ加

工を施した。さらに RE 系超電導バル

クには、機械強度、熱安定性を向上さ

せるために、金属リング補強、ならび

に樹脂含浸補強を行った。 

超電導マグネットにより最大 3 T

の外部磁場を印加し、冷凍機冷却、も

しくは液体窒素浸漬冷却で磁場中着

磁を行い、走査型ホールプローブを用

いてバルク体の中心部の捕捉磁場特

性の評価を行った。 

3.  結果と考察 

リング加工を行った RE 系および

MgB2バルク体は、加工面にマクロス

ケールのクラック、ボイド等はみられ

なかった。バルク体中心部での捕捉磁

場の軸方向依存性を評価した結果を

Fig.1,2 にそれぞれ示すが、軸方向に

対称な分布が得られていることが分

かった。また MgB2 バルクでは、リ

ング加工前のバルク(40×10 mmt)では表面中心磁場値は 1.4 T であり、加工後(40×10 mmt)の

リング中心磁場値は 0.63 T であり、ビオ・サバールの法則から推定され値と同等の値が得られた。

講演では捕捉磁場の表面分布などについても、材料ごとに比較し議論する。 
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Fig.1.  Trapped magnetic field in the center part of RE bulk annuli 
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Fig.2.  Trapped magnetic field in the center part of MgB2 bulk annuli 
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